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(Strl) C(S)の豊かさ ～ 仮想性 ･資源量/福按
という関係が得られる.0(S)の構造も,右辺に従うと考
えられる.また.資源量は工夫としての網Sの能力を表現
しない.網の純粋な能力は :
(Str2) C(S)の豊かさ/資源量 ～仮想性/韓按
と考えられる.これは,仮想的並行を巧みに用いて,豊
富なサービスを遅延･劣化なく提供する網が高性能であ
るという (もっとな)結論を示している.
経験的設計則 平`等性'のメリット
最後に,可能性の応用として,5節で述べた韓摸論で
は説明不可能な鮭額的設計則 平`等性'-を,メリットと
ー682-
｢複雑系｣
して表現できることを述べる.可能性空間を介すること
で,プロセス代数〔Hr.Ml〕の適用が可能となり,平等性の
メリットを把撞できる.
･インタリーブ
インタリ-フはプロセス間の演算である,こ の演算に
より,可能空間の重要な自由度拡大を記述することがで
きる.二つのプロセスP,QがP=(<p〔1〕,p[2],…,p[∩〕>),
Q=(<q〔1],q〔2〕.….q[m〕>)と表現されるとき,PとQのイ
ンタリーブは,
PHQ=(く×〔11.x[2〕,….×〔∩+m]>;
xlill]]=pll]..,xliln]]=pln],
×〔i●[1】]=q[1].…×〔i●〔m]]=q〔m〕,
iEIHom((1,.nH1,..m+n)
i-∈lHom((1..,m),(1..日n+m1-1m〔i]))
で,与えられるプロセスの集合である.ここで,
lHom(A,B)は順序集合A,Bに対し,AからBへの順序保存
単射のなす空間とする.1m[i]は射像iの像.
CardllHom((1,..m),(1..,n+mトlmli])]=1
である.ここで,プロセス表記,
<p〔1],p【2],….p[∩]>
は,p(j)が番目の状態遷移要求によって目的の遷移が達
成されたことを表現する.p(i)をビット列の書き換えとす
ることで,通信過程と見徹せる.
･多重アクセス系の形式的可能性空間
N本のパケット通信端末が同一の通信チャネルに適宜
アクセスして通信する系を多重アクセス系と呼ぶ.5節
のポ-リングは多重アクセスの-つの方式に他ならない.
インタリーブは,多重アクセスの基本的能力を,次の
ように表現できる.N=2で,プロセスP,Qが共通資源を
用いて処理されるとしよう.多重アクセスが導入されな
いとき(so)に (形式的な)可能性空間は○(sb)=tP;Q
Q;P)である.ここでP;QはプロセスPとQの順次結合を表
し,プロセスPのあと続いてQが処理されることを意味す
香.これに対して多重アクセスsmの (形式的な)可能性
空間は0(sm)=P川Qである･0(sm)⊃0(so)であって,こ
の拡大は著しく大きい.
この議論は,一見,自明に見えるかも知れない.しか
し,可能性空間の各要素は,並行プロセス(P,Q)にとっ
て,何れかしか実現できない選択肢であり,多重アクセ
スの導入により著しく実現の選択肢が拡大することがわ
かる.インタリーブは仮想性の拡大に他ならない.
･平等性のメリット
上述の議論は,直ちに トークン保留時間設計の闇票
(平等性の闇雲)に適用できる.実際, トー クン保留時
間の短さが,不完全ではあるが,インタリーブを担い,
多重アクセス系としての本来機能を担っている事が解か
香.従って.平等性を強めること (トー クン保留時間圧
縮)は, 形`式的'な可能性空間0(S)を拡大することに
他ならない.即ち,多重アクセス系の (形式的な)能力
を拡大している.これは,可能性の視点により初めて明
確にできた点である.即ち,トークン保留時間短縮の利
点を,福摸論で説明することはできない.実際,7第に
見たとおり痔韓論では福按規模の縮小としてのみ利点が
表現できた.しかし,トークン保留時間圧縮は福韓の規
模を変えない (むしろ拡大する)事はよく知られている.
可能性空間の導入によって,トークン保留時間縮小が,
梅韓というU自由度の障害としてより,寧ろ,インタリ
ーブという自由度の拡大として容易に捉えられることが
わかる.
11.まとめ
通信網の設計 ･運用を支える技術に生じた複雑化の困
難を手掛かりに,通信網の能力を捉える試論を示した.
困難の問題を突き詰めた括果,従来性能評価が基本的な
能力要素を欠いていたことが明らかとなった.これは,
通信網の柔構造と社会性により,メリットよりもデメリッ
トの方が奮戦性を要することによると考えられる.
今後は,この基本的な横討を滝まえ,数学的な枠組み
を準備しつつ,通信 ･情報処理システムにおける性能の
構造を明らかにして行きたい.かかるシステムにおける
複雑性の役割も,その過程で理解できると考えている.
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